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公益社団法人 山形青年会議所
２０１３年度 第２回理事会 議事録
◆ 日  時 ：２０１３年２月２６日（火）
１８：３０～２３：００
◆ 場　所 ：パレスグランデール
1． 開  会                                                              横山専務理事
2． ＪＣＩクリード唱和                                                  井上智博出向理事
3． ＪＣＩミッション＆ＪＣＩビジョン唱和                                武田委員長

4． ＪＣ宣言文朗読ならびに綱領唱和                                      長瀬総括幹事
5． 出席者の確認（敬称略）                                              舟山事務局長
理事長                      井　上　周　士
直前理事長                  野　口　雅　弘（公欠）
特別顧問                    荒　井　　　寛（公欠）
実行委員                    齋　藤　秀　和

副理事長                    伊　藤　健　二
副理事長                    中　村　祥　之
副理事長                    齊　藤　秀　昭
副理事長                    鈴　木　辰太郎（公欠）
監事                        酒　井　貞　和（欠席）
監事                        中　村　正　利
監事                        矢　口　政　則
専務理事                    横　山　隆　太

議長                        佐　藤　貴　博（欠席）

特別委員長                  三　沢　慶　洋
常任理事                    安　藤　太一郎
常任理事                    鈴　木　　　力
常任理事                    今　野　　　修（欠席）
常任理事                    遠　藤　智　大
本部長                      渡　部　明　弘
委員長                      佐　藤　幸　助
委員長                      武　田　靖　裕
委員長                      長谷川　吉之介
委員長                      與　田　貴　博
委員長                      荒　井　要　雄
総括幹事                  會　田　智　弘（遅参）
総括幹事                  長　瀬　洋　一
出向理事                  井　上　智　博
事務局長                  舟　山　力　也
＜オブザーバー＞

 副委員長                   黒　澤　利　道

 部会長                     松　田　佳　人

 部会長                     白　木　祐　一

 部会長                     黒　沼　　　望

 部会長                     佐　藤　浩　之
       委員                       大　場　俊　幸
 委員                       鈴　木　暁　子

 委員                       石　山　裕　治

         会務セクレタリー           千　歳　　　望
         会務セクレタリー           長谷川　晃　一
６．会議成立の確認                                                           舟山事務局長
公益社団法人山形青年会議所定款第５章・第４５条に基づき理事会構成員の２分の１以上の出席のため、本理事会は成立
７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名                                    井上周士理事長
議事録署名人は井上周士理事長・監事の２名
議事録作成人は会務セクレタリー
８．前回議事録の承認                                                         井上周士理事長
不備等が無い場合は、本会議終了を以て自動承認
９．理事長予定者挨拶                                                         井上周士理事長
おばんでございます。本日も定刻までお集まりいただき、またご多用にも関わらず多くの皆様から本理事会に出席いただきましてありがとうございます。

話は変わるのですが、隣の会場で当社の社員が結婚式を開催していて５時から１時間ほど出てきました。皆さんも仕事と家庭とＪＣとあるなかで私も無い後ろ髪を引かれながら出てきた次第でした。また弊社は社員研修を含めまして毎年海外旅行に行かせていただいております。アジア圏内だったりグアムやハワイまでですが、ダメな自慢ですが今年で４年連続社員旅行に参加していないということで社員との距離感が非常に心配な面があります。その中で当社の社員でバックパッカーをしている社員がいます。山形商業高校を中退しましてアジアを中心に各国廻って来たとのことです。アメリカでは４人の黒人に囲まれてボコボコにされたり、ネパールで何かの儀式に参加したらそれが結婚式でずっと付いてこられたり、首長族と同居したり、インドのガンジス河で泳いだらアメーバ赤痢にかかって、白髪の謎の老人から渡された大型の正露丸のような薬を飲んだら赤痢が治り、風邪も引かなくなったなどと面白いエピソードを持った男でして、今回の社員旅行でタイに行ったのですが、バックパッカーをしていた１９９５年当時に比べてどうかと聞いたら、激変していたそうです。どのようなところが激変していたのかと興味を持って聞いたところ、一昔前はオカマブームがあったが今はブームではなかったそうです。また、タクシーも当時はぼったくりが当たり前だったのがなくなっていたであるとか、乞食が少なっていたであるとか、ワンチャイ通りというメイン通りの隣はスラム街だったのが、今では繁華街になっていたとか、パタヤビーチがハワイ並みに凄く発展していたとか間違いなくアジアの生活水準が上がってきているのを肌で感じたそうです。

我われもシンガポールなど海外に行ってアジアの経済成長率を肌で感じることができるのがＪＣ活動なのです。先日、オバマ大統領もアジアの成長率には非常に期待しているとおっしゃっていましたし、私たちが参加する大会は先見の明があります。２００８年のインド大会や革命があったチュニジア大会、今回開催するブラジル大会など非常に偶然が必然に変わって行っていると思っています。

皆様に頑張っていただいているＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ山形大会。これは２００５年に５０周年の式典を迎え観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡの部分で何が必要かというところでＡＳＰＡＣになったのですが、２０１１年に起きた東日本大震災で大きく目標が変わりました。そして震災以降、日本国内で開催される初めての国際大会になります。国内では２００９年の長野大会以来、東北では２００２年の仙台大会以来となる大会でございます。先輩たちが頑張って我われが引き継いで開催することで意義のある大会になると思っています。

ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ山形大会はどこまで出来るかわからなくても我われＪＣが出来るまちづくり運動、東北復興の灯火となることができる大会にすることが使命なのだと思います。

先日お邪魔した台湾の四維ＪＣで震災の御礼をメンバーにお伝えしたことで、我われは国を代表して伝えられる団体なのだと感じました。

その中でも我われが開催するＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ山形大会は世界にメッセージを発することができる大会と東北７６ＬＯＭの繋がりを表現できる大会であると思います。

２月も「魔の２月」と先月の理事会でお話したと思いますが、花火大会の協賛金廻りであったり、会員拡大活動であったり、そして本日上程していただいている各委員会の議案や活動であったり、そしてＡＳＰＡＣの頑張りであったりと、上田先輩のご講演から皆様のモチベーションが上がってきたのかなと思います。上田先輩の話に遡るのですが、「まちを創れるのはＪＣしかいない」と力強く言葉を頂いたのですが、上田先輩自身も様々なまちづくり団体を経験してきたからこその言葉だそうです。ＪＣまみれの人が言っていると思ったのですが、我われの行っている運動はそのような立場にいると感じて行っていきたいと思います。

では、本日も様々な議案が上がってきておりますので、多くの議論をお願い致します。

１０．直前理事長予定者挨拶                                                 野口直前理事長
欠席のため割愛。

１１．議題並びに資料の確認                                                 荒井要雄委員長
配布資料　第２回理事会アジェンダ　
確認事項その他を含め１件、討議事項その他を含めて２件、審議事項その他を含めて３件、協議事項その他を含め１３件、報告・依頼事項その他を含め１０件

１２．議事の採択                                                            井上周士理事長
全員賛成
１３．確認事項
確－０１　その他                                                            横山専務理事
削除

１４．討議事項　

討－０２　　　その他                                                         横山専務理事

削除

討－０１公益社団法人格維持セミナーの企画・実施に関する件    法人格維持継続プロジェクトチーム

鈴木力常任理事【上程】

前回の理事会にて第１回の上程をし、ご意見をいただいた内容を揉ませていただき内容を変更した。また、日程は３月から４月に変更している。内容に関して、一般メンバーを含めた内容にしていたが、委員会メンバーを含めた規格内容に変更。５月以降にセミナーも企画を行っていく。

齊藤秀昭副理事長【補足】

前回ご意見をいただいた内容を反映させているが、まずは、前回第１回、第２回と上程させていただいていたが、第２回の部分はスタッフセミナーをおいて勘案事項が出てきたらより良く進めていきたいため消させていただいている。維持継続を念頭にＪＣ活動の真髄は定款であるということで、抜粋した定款を読み合わせしていきたいと思う。そして、グループワークとして不備が多いまま上程される部分が多いためテクニカルな部分をしっかり学んでいきたいためセミナーを開催する。

渡部本部長【質問】

参考資料に花火関係の資料があるが、この議案の関係性を教えていただきたい。

鈴木力常任理事【回答】

昨年、私も花火の本部長をさせていただき、山形ＪＣの法人格維持に花火大会のこの部分が大きく掛かっていると実感したため添付した。必要な時に再度説明はする。

長瀬総括幹事【意見】

今回の読み合せをしながらという進め方は非常に良いと思う。自分たちで読み込むのはより理解するためには良いことと思う。

中村祥之副理事長【質問】

前回意見したところを検討していただきありがとうございます。

審議対象資料のところに「事業計画書（委員会用）　事業収支予算書（委員会用）　事業区分」とあるが当日セミナーで使う部分なのか何なのかを説明いただきたい。

鈴木力常任理事【回答】

前回のセミナーにおいて審議対象資料としていたが、今回からは参考資料に落とす。

横山専務理事【意見】

専務理事の私もメンバーに入っているが、プロジェクト会議の際にも話したのがスタッフセミナーを予定者段階で開催するにあたって進め方というのも今回の４月に実施するものを次年度のスタッフセミナーのやり方の一つとしてご提案できればとお願いした。重複するところもあるが公益とは何なのかをスタッフセミナーで理解していただくところを皆さんで共有していただきたい。

井上理事長【コメント】

定款の部分は皆様もあまり目にする機会は多くないと思いますが、読むことによって理解を深め次世代へ引き継ぐという部分で大変重要だと思う。

15． 審議事項                                                               井上周士理事長
横山専務理事【説明】
今回の４月の公開例会の企画実施（案）承認に関する件で利害関係のある理事の取引についての部分で会社法で取り決められている内容があるため、補足をしながら進めていく。

武田紙工さんとＴＳプラザアシストさんの見積書が審議対象の中に入っている。

まずは、取引をするということに関しての審議をいただく。その際は該当の２名は議決権を失う。

審－０３　その他

削除

審－０１　４月公開例会の企画・実施（案）承認に関する件           グローバルシティー創造委員会

武田委員長【上程】

前回までの常任理事会まで貴重なご意見を頂戴しての変更点はキャップアートラリーではなくキャップアート制作に変更し、前回までラリーのポイントだった各中心街の名称をキャップ制作会場として、完成場所を山形市立第一小学校様のグランドと体育館の両方をお借りすることができた。また、危険性の部分で縦並びの完成から横並びの完成に変更した。予算に関しても財政のコメントも確認し全て修正している。また、この事業の企画実施に関して弊社の武田紙工と荒井要雄委員長のＴＳプラザアシストさんを使うことをご了承していただきたい。

井上理事長【採決】

全員賛成

齊藤秀昭副理事長【補足】

是非とも例会ということもありメンバーの皆様からもご参加いただきたい。

長瀬総括幹事【意見・質問】

大変素晴らしい事業だと思い楽しみにしている。補足になるが、完成品をどこかに飾るのであればこのデザインであれば山形市役所に展示可能なのでご相談していただければと思う。質問として、完成してからぶら下げる時の費用は計上しているのか。

武田委員長【回答】

見積書２番の吊り下げ土台料金８４，０００円の中に何回でも吊り下げ可能と業者さんと打ち合わせ済みである。

中村祥之副理事長【質問】

予算書で、１００万円の予算に対して予備費が２３５円ということで、通常は予算に対して２～３％が予備費の目安となるが、見積書のない1万円未満の予算の形状が結構あるようだが、この辺で調整していただくのだと思うがこの点はどうなのか。

武田委員長【回答】

予備費が少ないのは理解していたが、業者さんにお願いなどもしてギリギリ切り詰めている。

中村祥之副理事長【意見】

赤字にならぬように頑張って頂きたい。

安藤常任理事【質問】

予算書の部分で前回の協議から１３万円の通信費、宅配料３，２５５円が追加になっているが内訳を教えていただきたい。

武田委員長【回答】

当日無線を使用するのだが返却で宅急便を使用する料金になる。キャップアートのパネルに関して色の交換が出来るとのことで、ダンボール２箱分の宅配料を計上している。

中村正利監事【質問】

ゆるキャラを使用するにあたってコンプライアンスは確認をしているのでしょうか。

広報の部分でツイッターとフェイスブックとありますが、公式で出すのであれば管理を誰がするのか。

武田委員長【回答】

著作権に関しては「山形花笠ベニちゃん」は山形市役所に確認して了解いただいている。山形キャップアートプロジェクトとしての名称で発信していく。

齋藤秀和実行委員長【質問】

ギネス申請が記載してありましたが、調べたところ日本語申請が１３万円程度とあった。その点はどうなっているのか。

武田委員長【回答】

個人で英語でのイギリスへの本部申請は無料となっている。

伊藤副理事長【質問】

世界一の参加者数を目指してキャップアートを目指すということだが参加人数の進捗状況などはどうするのか。また人数が少ないようならば追加の声掛けを行うなどしなくてはいけないと思うがどのように考えているのか。

武田委員長【回答】

トランシーバーで随時確認していきたいと思う。

多くのメンバーの皆様にも参加いただき１，０００人を超えるキャップアート制作にしたいと思っている。

伊藤副理事長【意見】

今の話だと当日確認は厳しいと思う。人数把握に関してはいろいろご検討いただきたい。

矢口監事【質問】

雨天対策で判断は誰が何時にするのか。また、病人等どうするのか。

武田委員長【回答】

雨天対策は、基本的には雨天決行でグランドから体育館になる。場所が変わるだけなので中止はない。変更に関しては当日の朝に判断する。緊急時の対策として審議対象資料の９番１０番で随時連絡を取りながら対応していきたい。

齊藤秀昭副理事長【意見】

沢山のご指導をいただきありがとうございます。中村副理事長からご意見のあった予備費２３５円の部分など、再度委員会で揉みたいと思うので、一度取り下げさせていただきたい。その後、上程させていただきたい。

武田委員長【意見】

審議事項の最後に再度上程させていただきたい。

審－０２　理事会日程変更（案）承認に関する件                           事務局
舟山事務局長【上程】

３月２６日開催の理事会を承認していただいていたが、当日はセネターゴルフと日程が被ってしまったため、３月２１日（木）に変更させていただきたい。

井上理事長【採決】

全員賛成

１６．協議事項                                                         横山専務理事

協－１３　　　その他

削除

協－０１　６月例会開催（案）に関する件                                 ＡＳＰＡＣ準備事務局
中村祥之副理事長【説明】

協議事項０１番と０２番はＡＳＰＡＣ準備事務局が上程させていただくのだが、０１番で６月例会開催の議案で０２番も例会の企画・実施となっている点を説明させていただく。当初は６月２日の日程をいただいたが、委員会でまちづくりに関する公開事業になりつつあったのが１つの理由である。また、ＡＳＰＡＣ開催でいろいろな方面に１年間アピールしていくところで、ビジョンを示しながらお願いをしていくという部分で開催したほうがいいのではないかと話になった。結果として１つ分の予算を２つの事業に分けて予算を組んで議案を作成した。タイトルが両方例会になっているがしかるべきタイトルに変更するが、今回はこのままでお願いしたい。

長瀬総括幹事【上程】

６月例会の企画実施（案）に関する件上程させて頂く。私どもの例会ということでふたつに分かれている。まず、１本目の議案になるが、２０１４年ＪＣＩＡＳＰＡＣ山形大会に向けてということでこちらの議案の通りの内容になっている。なんとか私たちのＡＳＰＡＣに懸ける意気込みというものを対外の方にも感じて頂けるような例会を企画したいと考えている。今回内容の方では事業内容の方には特にまだ何をするというようなことは正確に書いていないが、ＡＳＰＡＣに今回行ってきて終わって、皆さまのほうから各委員長、ＣＯＣでいう部会長のほうからは私たちの部会ではこういった事業をやっていくのですと、ＡＳＰＡＣにはこういうことをやっていきたいというようなプレゼン形式のものを今回は考えている。昨年度行われたＡＳＰＡＣ報告会ではこれまでの活動というところを対外的に発信してきたわけであるが、今回は自分たちのやりたいＡＳＰＡＣそういったものを発信していきたいと考えている。今回私どもでも悩んでいるのが、対外の対象者、対内の対象者といったところである。対外対象者の招待リスト。まずはこちらについて皆さまに協議頂きたい。また今回、私どもで提案させて頂いている対象者というのは、まず９月例会のほうでは山形ＪＣと山形ＪＣシニアクラブの交流ということで会員交流委員会のほうから今回の例会が予定させている。まずシニアクラブ全体ではなく、シニアクラブの中でもＡＳＰＡＣ支援グループのほうの方と共にやっていきたいと考えている。こちらは対内として考えている。一緒に取り組んでいこうということで対内のほうでさせて頂ければと思う。また、来年度２０１４年２月には、日本ＪＣが担当するか定かではないが、日本ＪＣ主催の決起大会もある。そういったときに、対象となる日本ＪＣの役員の方々等々についてはそちらの決起大会での参加となるかと思う。今回はそちらを除いたメンバーという考え方をしている。

渡部本部長【意見】

この例会のポイントとしては、おそらく各部会の発表が一番となってくるのかと思う。その中でパワーポイントのひな型はあるのだが、その中は今白紙になっている状態なのでできれば、たたき台というかこういった形でというような資料があればいいと思う。

長瀬総括幹事【回答】

こちらの方で皆さんの作りやすいようなものをイメージさせて頂きたいと思う。

荒井委員長【意見】

実際今後、ＡＳＰＡＣ山形大会がどのような大会になるかという発表の場はすごく大事だと思うのですごくいい事業内容だと思う。各部会の発表の際に、今ＣＯＣの方で議案などを出していると思うがタイミング的に、上程するのが６月とかになるとなかなか組み立てが難しいところもあるのでそちらの調整の方、指示やアドバイスを頂けたらと思う。

長瀬総括幹事【回答】

今のスケジュールでいくと、５月の３１日のところに取りまとめをする予定ではあるが、まずは５月２５日に頂きたいというのが最終締め切りで考えている。ただその後、ＡＳＰＡＣの方に皆さん参加させる。実際に見て頂いて、こういうイメージでいきたいというものが変わってくればそのパワーポイントに入れて頂き修正・変更して最終的な今回の例会の日までに仕上げていきたいと考えている。ただ、ＣＯＣの進み具合にもよるが、ＣＯＣの方では５月くらいまでに皆さんの方から予算もきちんと固めて頂きたいということもお願いしているので、事業イメージの方はある程度５月までには皆さんの方で固めて頂いて、その後こちらのパワーポイントも合わせて作って頂ければと思う。各部会の全ての任務をここに載せるというわけでなくていいと思う。自分たちの担当している、この事業はこういう風にやっていきたいとかこの事業はぜひ参加してくださいというようなメッセージ付きでもいいと思う。その辺の進行管理についてはこちらの理事会、ＣＯＣのほうと合わせて私の方からお願いさせて頂く。

長谷川委員長【意見】

各部会の方で作成する資料があるようで、全体的なスケジュールの管理、例えばいつまでにどの程度まで進捗を進めるかとか、その都度リードして頂けると部会としても進めやすいかと思う。

長瀬総括幹事【回答】

そのように対応させて頂く。

井上周士理事長【コメント】

元々この例会、ＡＳＰＡＣの決起大会というものがＡＳＰＡＣの日程がずれてしまったということで不具合が起きた理由である。また、東北３つの夢というのも計画段階ではなく、様々な順序が交錯してしまい、ちょうどいいところに落ち着いたということになっている。色んな力があって、この大会があるわけで、日本の歴代の方々からもお集まり頂くとこに大きな意義がある。そういったところでこのＡＳＰＡＣのこの地点での段階の報告をする場というような形となっている。今後ともよりよい会にするため、またご意見、準備運営グループの方でもよろしくお願いしたい。

協－０２　例会の企画実施（案）に関する件                              ＡＳＰＡＣ準備事務局

長瀬総括幹事【上程】

こちらの例会に関しては、思いが非常に強く、この例会でなんとかやっていきたいというようなまちづくり塾といったところの発想を行っている。どちらかというとメンバー向けというよりも対市民であったり対県民であったり対外的なものになっている。それで予算の方も１００万円頂いていて、公益性のある事業で使うということで事業ヒアリングの方も行っている。先ほどのではどうしても対内的な関係者向けの６月の例会になるので、こちらの方を公益性の高い事業に組み立てを行っている。今回の事業イメージを簡単に載せている。まず、この事業をやりたいと思ったのは、２０１４年のＡＳＰＡＣ山形大会こちらに向けてのひとつの記念事業的なものとして今後進めていきたいといったような考えもある。何かしら山形の街に私たちの活動を発信していけるようなそんな事業であればいいなということでこの事業になっている。こちらみて頂けると、左から右に流れていくような事業の仕組みになっている。参加者一般市民ですが、こちらは私たちが今考えている山形市の山形青年会議所のまちづくり塾こちらの方に入って頂き、仲間が出来るその中でグループが出来てくる。そのグループごとに学びというところで各講義を行う。次に気づきを得る為に、ワークショップを開催する。地域にかえすということでフィールドワーク的なことも事業として皆さんにやって頂くということになる。その中で生まれてくるひとつの企画、これは私たちがイメージしているのは山形の将来１０年後の山形、そういったものへの皆さんの考え、もしくはＡＳＰＡＣ山形大会の中で何かしらの国際大会の継起にそのタイミングで自分たちが発信していくものそういったものがあればここで企画提案して頂く。その最後に企画された内容を私たちも共有していくと、それを実現化する、そこまでやりたいと思っている。その方々が自立して将来、まちづくりのリーダーになっていくというようなストーリーを目指している。これは、どこ出やっても一緒だろうという意見もあるかと思うが、ここで山形青年会議所がやるべき意味がある。山形青年会議所のメンバーがここに関わるというなかで、どういったことが必要かというと、人脈であったり、色んな企業からこちらを見て頂くとか、そういった部分である。あと、私たちがやっていく行動力、そういった部分やスピード感が必要である。あと、理事長の方で今年のテーマに掲げている機会というものをやはり大切にしたいということで私たちとまちづくりをやりたいというメンバーが一緒になってまちづくりをやっていこうという部分はあるかと思う。こういったところで今回の事業の方を考えている。５月２５日こちらはＪＣＩ関係委員会の山形委員会ならびにその山形ブロックの会員会議所会議米沢こちらが一緒になっている。大変ここの日程で事業を組ませて頂くのは申し訳ないのだが、この部分に関してぜひ皆さんに聞いて頂きたいこの山崎さんのまちづくりのプロジェクト。こういったお話をぜひ皆さまに聞いて頂きたいということで、直接交渉してここしか空いていないという結果であった。ここは何とかご理解頂いて皆さま調整頂けると有り難い。今回は自主的な講座も行うので、それはこちらからテーマを与えるものではなく、自分たちでテーマに向かっていくというようなものもあるのでご理解頂きたい。上程スケジュールもご覧頂いて、なんとか５月２５日で開催したい。４月早々からの塾生募集も行いたい。協議、協議、審議が難しくなってきているので、今回と次回の協議でなんとかそこで事業化していきたいと思う。

安藤常任理事【補足】

この事業は非常に壮大な事業に考えている。今回、協議、協議、審議とあったが常任も含め広く皆さまからご意見頂きたい。また、ＣＯＣの方でも来年のＡＳＰＡＣの記念事業という話も出たが、こちらもにらみながら、ということで先だってのＣＯＣでの正副会議、正副拡大会議でも上程させて頂いてそちらの方でもご意見等々頂きたい。

中村祥之副理事長【補足】

山形ＪＣの事業として、メンバーを対象としてとか山形ＪＣに何か残す事業でないように見えるのだが、ＡＳＰＡＣ山形大会もしくはそれ以降の山形のまちづくりにつなげるような形にして結果を残すというような中身になっている。最後ご理解頂きたいのが、講師の関係でどうしても５月２５日という日程は動かせないというところだけお願いしたい。

遠藤常任理事【質問】

最初に事前説明会をして、開校式と進んでいくのだが、例えば期限が過ぎてしまって９月くらいから加わりたいという場合どうなるのか。

長瀬総括幹事【回答】

最初にグループワークをするのが基本かなと思う。みんなで一緒に向かっていこうというのがまずスタートだと思っている。途中の講座もみんなが入ってきてみることは出来るのだが定員を決めているのでその定員から皆さんからご意見頂いた方でグループ分けをするのでまずは、最初に決めさせて頂いたメンバーからは動かさないという考えでいる。

遠藤常任理事【質問】

途中で出席かなわないといったときに卒業基準に達するのか。

長瀬総括幹事【回答】

途中からこられなくなった場合、全部出席できなくてもグループの方で最終的な目標を出していくのでそこが完成されていけば基本的にはいいのかなと考えている。何分の何という基準は設けていない。まずは、最初に分けたグループで最終的なプロジェクトまで出していければそのグループとしては卒業と考えている。

伊藤副理事長【質問】

これまでにないもので非常に興味がありいいのかなと思う。ひとつ心配な点として、ＡＳＰＡＣを控えた前年でこういった頻度で開催を重ねていって、どうしてもまちづくりの意味合いが強くなりメンバーのマンパワーであったり時間を使ってそれが果たしてＡＳＰＡＣ準備事務局としてやることの意味合いはどのように考えているのか。

長瀬総括幹事【回答】

当初そのように考えたこともある。ただ今回は、とにかく私も楽しみたいし、メンバーもやっていきたいという意気込みの中でまずはこれをやり遂げていきたいというのが私の思いである。ＣＯＣ会議の中では出てくるかとも思うが、この中身が全て私たちが入って進めなければいけない仕組みではない。中にコーディネーターも入っているので、私たちは進む道だけを決めていけばある程度自主的な動きの中で進んでいくのでこの流れとしては大変厳しい日程、今ある理事長の日程の間を見ながら組んだのだが、必ず全て理事長に行って頂かないといけないようなものでもない。自分たちでやっていくものなのでなんとかやっていきたいという気持ちでいる。

伊藤副理事長【意見】

熱い意気込み感じるところである。ゼミナールとかアカデミーといったようなもの中では、政策提言なのか人材育成なのかなどの議論がでる。ＡＳＰＡＣを見定めた内容であるならば、最終ゴールが政策提言、または人材育成でもまちづくりであっても最後のゴールが、ＡＳＰＡＣに結びつけていくものだと思う。そこにどんなゴールがあるといいのか次回ご検討願いたい。

長瀬総括幹事【回答】

ゴールの決め方について次回まで検討させて頂く。

齊藤秀昭副理事長【質問】

どのような手法をもって応募をするのか。

長瀬総括幹事【回答】

チラシの配布と、フェイスブックを使う。また山形青年会議所のホームページの利用。こちらから申し込み用紙のダウンロードをして頂くように考えている。インターネットを見てる方が大半を占めるのかなと思う。ターゲットの大半がそういったところになる、そういった手法で集めていきたいと思う。

齊藤秀昭副理事長【意見】

審議対象資料はプロフィールのみということで、次回精度の高い状態で出して頂かないとなかなか厳しいのかなと思う一面もある。その他、卒業式ということで企画しているようで、理事長名になるのか誰の名になるのかなど精度を高めて次回の協議頂きたいと思う。

長瀬総括幹事【回答】

対応させて頂く。

井上周士理事長【コメント】

このＡＳＰＡＣ、去年野口直前・船橋先輩も常々言っていたが、ＡＳＰＡＣがゴールではなくその先の山形がどう変わったか、また我われ山形青年会議所がどのような形でＡＳＰＡＣを糧にその後どう変わるか、まさに具現化した議案なのかと思う。山形のまちの方に変化がなければ意味はないですし、そういったひとつの大きな繁茂を投げられるような準備になるのかなと思う。伊藤副理事長からもあった通り、様々なメンバーの負担などそういったバランスも考慮されているし、色んな部分で波及していければと思う。

協－０３　ＬＯＭブースの出展（案）に関する件                             渉外支援委員会

佐藤幸助委員長【上程】

来年ＡＳＰＡＣを控えている山形のＬＯＭブースらしく、元気と勢いのある設営を行いたい。スローガンとして、「いざ、参らん、やまがたへ！！」という言葉を考案した。今年没後４００年を迎える最上義明の顔出しパネルを作成し、活用する。昨年チェキを用いたのが講評であったため内容を継承した。山形市内で作られている富貴豆を中身としたどら焼きに、「ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ　ＹＡＭＡＧＡＴＡ２０１４」と焼印を入れ、ブースにて配布しようと考えている。名刺大のＦａｃｅｂｏｏｋ案内カードを配布し、ＬＯＭのＦａｃｅｂｏｏｋページや市・県のＨＰにアクセスして頂き、山形の物産・観光に対する興味や周知を深め、翌年のＡＳＰＡＣ集客に繋げていきたい。ご意見をお願いしたい。

鈴木力常任理事【補足】

本年の各種大会でのＬＯＭブース出展は、来年のＡＳＰＡＣに繋がる非常に重要な役割を担っている。その中でも、海外で直接ＰＲができるのは韓国でのＡＳＰＡＣとブラジルの世界会議しかない。今回議案の内容にある通り、勢いのあるものにしていきたいため、皆様のご意見を頂戴したい。

中村祥之副理事長【補足】

例年、海外と国内に分けて討議を進めていくといった段取りになるが、今回は配布物・展示物を年間通して継続していきたいと思っている。来年のＡＳＰＡＣを考えるとアジアでのＰＲがピークになっていくと考えられるが、緩急の付け方等もご意見頂きたい。手法に関してもご意見頂戴したいと思う。

横山専務理事【意見】

中村祥之副理事長からあった通り、国外・国内と議案の上程が分かれているが、上程スケジュールが未記載の部分も見られる。事前に話をさせて頂いてはいるが、本議案・子議案と分けた上程をして頂くということで、議案の中で今後の上程スケジュールが分かるように、副理事長・常任理事と調整のうえ進めて頂きたい。今回全て中身を網羅した上での意見徴収となるので、次回の正副常任等も活用しながら、もともと分かれていた議案にクッションを入れて頂きたいと思う。昨年は１度だけ分けたという経緯もあるので、鈴木力常任理事の方でうまく活用して頂き、今回はブースの中身ということで議論して頂きたい。

齊藤秀昭副理事長【質問】

なぜ富貴豆どら焼きを配布しようと考えたのか。

佐藤幸助委員長【回答】

例年そばや肉料理を出していたため「そうではない何か」を考案したいと思っていたところ、富貴豆は山形市内でしか生産されていないため、ＰＲしてみたいと考えた。そして山形が来年のＡＳＰＡＣに情熱を燃やしていることをアピールしたく、富貴豆を使ったどら焼きに刻印をしてはどうかと考えた次第である。

齊藤秀昭副理事長【質問】

過去に多くの渉外委員会が山形をアピールするために考えた品がある中で、今回富貴豆を選んだ想いが伝わった。では刻印の方法はどのようなものか。

佐藤幸助委員長【回答】

参考資料のイメージ図を見て頂きたい。長榮堂に相談した際、「どら焼きは刻印が非常に映えるお菓子である」と教えを頂いた。参考資料は手持ちの焼印を施したものであるが、これだけ小さくてもきれいに刻印が付くものである。

齊藤秀昭副理事長【質問】

１５００個作成予定の中で、１個あたり１３０円となっているが、刻印代金も含まれているのか。

佐藤幸助委員長【回答】

まだ相見積を徴収はしていないが、長榮堂では刻印代金はサービス・決定した折には単価も値引きすると話をして頂いている。

齊藤秀昭副理事長【質問】

世界会議に２００個持っていく予定のようであるが、国外に持ち出すことは可能であるのか。

佐藤幸助委員長【回答】

中にエージレス脱酸素剤というものを入れることにより、直射日光を避ければ常温で２週間は日持ちするという話を聞いている。税関に関しては、参考資料にブラジル関税資料と韓国関税資料を添付している。ブラジルは５万円・韓国は４万円までの手土産を持ち込むことが可能となっており、委員会メンバーで手分けして持ち込むことで関税がかからずに済む。

中村正利監事【意見】

金額ではなく、生ものの食品であるということで問題は出ないのだろうか。例えば漬物等は持込が非常に難しい場合が多い。先ほどからの質問はそちらの問題を指してのことであるので、まずはそういった面での確認をお願いしたい。

佐藤幸助委員長【回答】

エージレス脱酸素剤を使用することで中身が真空品と同じ扱いになり、金額面をクリアすれば問題ないということまでは調査済みである。

三沢特別委員長【意見】

昨年の様子を見ていると、１人で複数個を持っていく方が多かったため、この数ではＰＲとして弱いのではないかと考えられる。どら焼きに拘らず視野を広げ、より山形をアピールできる品がないかも検討して頂ければ尚良いのではないかと思う。

伊藤副理事長【質問】

参考資料の顔出しパネルイメージ図が貴族のものになっている。富貴豆どら焼きは面白いアイディアであると思うが、国内でのブースはＬＯＭ外の人が例年のようなそば等を期待している節もある。国外でのインパクトは強いと思うが、国内では他のものを使用するという考えはあるのか。

佐藤幸助委員長【回答】

過去にそばが伸びてしまったという経緯があったり、他のブースでそば・肉料理を多く見かけるため、敢えて差別化を図りたいという想いがあった。どら焼きに固執する訳ではないが、焼印を作成して刻印を行うことでＡＳＰＡＣへの情熱を表現できればと思い、強く推している。

伊藤副理事長【回答】

どら焼きを推す理由が理解できた。次回は顔出しパネルイメージ図も修正して頂けるよう期待している。

長瀬総括幹事【意見】

市の方でも今回のＡＳＰＡＣには多くの予算を考えている。山形の観光パンフレットに関して、すぐに用意できるものとそうでないものがあるので、どのタイミングでどのくらいの数が必要になってくるかを事前に把握したい。大まかなもので良いので準備をお願いしたい。

横山専務理事【意見】

ただいまの意見に関して、同グループ内であるので、情報共有をしたうえで理事会に臨んで頂きたい。

齋藤秀和実行委員長【意見】

ＡＳＰＡＣのジャパンナイトでは２５００名の来客が見込まれる。その中で４００個のどら焼きではごく１部の方にしか行き渡らない結果になってしまうので、検討が必要ではないか。ＬＯＭとして、モノよりもメンバーの情熱をもってＰＲを行うという考えでいかないと、予算が厳しくなってくると思う。メンバーがどのようなことをすれば輝いていられるかということをもう一度検討して頂きたい。昨年は花笠を使用したが、今年もメンバーが行動で周囲にＰＲを行えるよう、内容を考えて頂ければと思う。

横山専務理事【意見】

全国大会の内容も入っているようだが、例年は入っていないためもう一度確認のうえ組みなおして頂きたい。

井上周士理事長【コメント】

非常に多くの論点に対してしっかりと切り返す委員長に、たくましさとどら焼きに対する愛情を感じた。委員会内でも骨子が決まっている部分であるので、効率的に山形をＰＲできるようお願いしたい。また、ブース内で料理をすることで委員会メンバーの思い出作りにも繋がると考えられるので、考慮のうえ頑張って内容を煮詰めて頂きたい。

協－０４　第３４回山形大花火大会の実施（案）に関する件                 花火大会特別委員会

渡部本部長【上程】

東北を代表する花火大会として、誇りや夢を与えられる事業を展開していきたい。本協議事項に関しては、花火大会全体の内容に関することであるので、各議案の親議案ということで上程させて頂く。背景・目的に関しては資料をご覧頂きたい。予算総額に関して現在は事業委託費という名目で３０００万円が計上されているが、こちらを全体予算とした方が良いか否か、皆さんのご意見を頂戴したい。事業内容に関して、大会テーマを「凄魂」と掲げさせて頂いている。後ほど特別委員長より話をさせて頂く。各部会の事業内容詳細に関しては、後ほどの各部会の上程内容を参考にして頂きたい。今回の工夫と期待される効果に関しては、これまで部会長同士の引継ぎとしていたものを全て議案に盛り込み、議案内容で引継ぎが全て完了するものとして、花火大会全体の透明性を高めていきたいと考えている。その中で、花火用とＬＯＭ用でフォームの異なる予算書に関しても是非をご意見頂きたい。慎重審議をお願いしたい。

三沢特別委員長【補足】

大会テーマを「凄魂」と掲げさせて頂いた。理由は議案内に記載した通りであるが、心からの感動を目指しているという部分と方言にかけているという部分がある。これまで３４回途切れることなく続いてきた花火大会は、山形ＪＣの魂をかけた事業であるという意味合いも込めてある。慎重審議をお願いしたい。

齊藤秀昭副理事長【補足】

先ほど本部長から出た花火用の予算書に関して、より透明性を高めていきたいという意思のもと議案に上げているので、様々な意見を頂戴したい。

安藤常任理事【質問】

花火用の勘定項目はどこのものか。花火大会の独自のものなのか。

渡部本部長【回答】

花火の総会で予算・決算に使われている科目に合わせている。

安藤常任理事【質問】

花火の会計ソフトなのか。

渡部本部長【回答】

会計ソフトはそちらに合わせて作っている。基本的に総会に出している資料を基に花火用の予算書として作っていくつもりである。

協－０５　第３４回山形大花火大会の実施（案）に関する件                    花火大会特別委員会

渡部本部長【上程】

企画を重点的にした議案の上程である。詳細は現段階のものだという事をご了承願いたい。よって予算についても検討中なので０円で計上させていただいている。事業内容の詳細については黒沼部会長から上程させていただきたい。

黒沼部会長【上程】

これからも山形市民に愛され、継続可能な花火大会としていきたい。そのため昨年との大きな違いとしてマスコットキャラクターを作りたいと考えている。県内で活躍するゆるキャラを友達として、山形ゆるキャラフレンズをつくり大使としてＰＲ活動に協力していただく様、企画している。大使として山形女子アナ「すこだま大使団」を企画。山形のローカル局の女子アナに大使になっていただく事で、親しみのある大会イメージになり、山形らしさの発信になるというねらいがある。その他モンテディオ花火・デザイン花火・メッセージ花火は継続して本年も行っていきたいと考えている。

渡部本部長【補足】

花火大会のマスコットキャラクターについては、今回限りという事ではなく継続的に使っていきたいと考えているので、そちらを踏まえた上でご意見をいただきたい。

與田委員長【意見】

「凄魂（すこだま）」という大会テーマの元に熱い気持ちの入ったテーマと各部会長が理事会にオブザーブに来ておって、非常に力強い体制が整っている印象を受けている。企画の議案についても新しいことに挑戦している部分も多々みえるので、企画も本番の花火も是非盛大に大成功していただきたい。

荒井要雄委員長【質問】

メッセージ花火を継続してやる理由はなにか。

黒沼部会長【回答】

観客が発信できるもので、感動を共有できる企画であるため、本年も継続するつもりである。

會田総括幹事【意見】

「すこだま大使」に女子アナを起用するという事であるが、なかなか横並びが難しい業界でもあるので、入念な打ち合わせをお願いしたい。実現すれば非常に大きな力になってくれると思うので、期待している。

長瀬総括幹事【意見】

着ぐるみが熱いのではないか。涼しいものなど作ってみてはどうか。期待している。

中村祥之副理事長【意見】

デザイン花火の募集小学校一覧の中に山形大学附属小学校も加えていただきたい。役員一覧も４月に変わられるので、失礼の無いようにご精査いただきたい。

協－０６　第３４回山形大花火大会市民サポーターの募集及び運営（案）に関する件　

花火大会特別委員会

渡部本部長【上程】

前回１回目の協議を受け、ご意見・ご指摘いただいた部分を手直ししている。今回大学生サポーターを１５０名で考えている。これまで山形大学のＪＣＣがボランティア活動の主要メンバーであったが、他の大学にも学生がいる中で、その方たちにも是非花火に協力していただきたいという想いがある為である。その先に控える大会もある為、そちらも視野に入れての募集をするつもりである。詳細は黒沼部会長よりお伝えさせていただく。

黒沼部会長【上程】

前回ご指摘いただいた、大枠に沿ったサポーターの活用の仕方を明確にしてほしいという点を対内・対外目的に反映させている。ＳＮＳを有効活用する意見も反映している。慎重審議をお願いしたい。

遠藤常任理事【質問】

参加員数計画で市民サポーター、大学生サポーターという記載があるが、高校生に関してはどの様に考えているのか。

渡部本部長【回答】

高校生というのは門限・時間に対して厳しいのではないか。その為大学生に絞っている。

遠藤常任理事【意見】

「ボランティア部」に所属している高校生もいるので、何かしらのお手伝いをしてもらってもいいのではないか。検討いただきたい。

中村祥之副理事長【意見】

サポーターの輪を広げるのは、山形青年会議所やまちづくり全体と関わるという点で非常に良いことである。運営面で「運ぶ」作業について人・車・物など手間が掛かる部分であるため、うまく扱っていただきたい。

協－０７　第３４回山形大花火大会協賛金の募集（案）に関する件　

花火大会特別委員会

渡部本部長【上程】

この議案で重要なことは、２０１３年卒業のメンバーが２０名ほどであり、その卒業メンバーの予算は６５０万円と全体の１／５を占めている。この引継ぎを今回の花火大会の中で行わないと、次年度の花火事業が苦しくなるので、しっかりと取り組んでいきたい。詳細に関しては担当の佐藤部会長から上程させていただく。

佐藤浩之部会長【上程】

背景にも記載しておるが、卒業生の協賛金の引き継ぎ事業が大変重要と考えている。引継ぎ方法としては、事業内容の１０番に記載の「ご協賛引継ぎリスト表（案）」を作成。そのリストを表ＡからＥまで①~⑤までの評価によって引継ぎ方法を考慮した。「１、卒業生予定者にリストへの引継ぎ評価を記入してもらう。　２、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅの項目に分ける。３、Ａなら①、Ｂなら②、Ｃなら③、Ｄなら④、Ｅなら⑤の方法で協賛引継ぎを行う。」この点について忌憚のない意見をお願いしたい。

佐藤幸助委員長【意見】

ご協賛引継ぎリストについては大変良いと思う。次年度に引き継いではどうか。

井上智博出向理事【意見】

卒業メンバーが現役の間に、同行させていただく等、顔つなぎできる仕組みを考えていただきたい。

渡部本部長【回答】

引継ぎしたは良いが、翌年顔のわからないものが突然行っては先方に失礼にあたるため、同行し引継ぎする方法を出来る限り採って行きたい。

協－０８　第３４回山形大花火大会の会場設営（案）に関する件　

花火大会特別委員会

渡部本部長【上程】

現在の状態として特にＣ会場、北側に土盛りがなっている状況である。予想がつかず現段階、まだ予算が０であり、只今組立をしているところである。詳細については松田部会長から上程させていただく。

松田部会長【上程】

例年と大きく変わっている点に関して、観覧会場地区の地形の大幅な変容がある。会場図面を添付しているが、」Ｃ会場には現在２か所土盛りがなされている。よって、収容人数の減少が考えられるため、新たに収容場所を設定する必要がある。そのため仮ではあるがＦ会場としてＣ会場の道路を挟んで北隣に設けられないか検討中である。内容では近年打ち上げられていなかった１５号玉の打ち上げを検討しており、関係各所と煙火距離の設定を調整している。以上慎重審議をお願いしたい。

渡部本部長【補足】

消防、警察等とも打ち合わせをしており、前向きに進行している事を報告申し上げる。慎重審議をお願いしたい。

井上周士理事長【コメント】

「凄魂（すこだま）」というテーマは山形弁と漢字をうまく組み合わせ、三沢特別委員長らしい大会スローガンである。また、議案もしっかりとつくり込まれており、協賛金の引き継ぎの問題も必ず必要になるので、議案化いただいたことに感謝申し上げる。感じたのは、議案はしっかりと委員会内で詰めながらも、楽しんでやっている様に思える。三沢特別委員長のカラーがしっかりと出たすばらしい内容である。今日感じるのはオブザーブの皆さんの数が多いこと。是非このような形で委員長を支えていただきたい。また、多くの機会に参加いただき、理事会というものがどう運営され、理事メンバーがどういった発言をしているのかを勉強してもらいながら、今後ともよろしくお願いしたい。

審－０１　４月公開例会の企画・実施（案）承認に関する件　
グローバルシティ創造委員会

武田委員長【上程】

ご指摘を受け、予算書の予備費１．３８％を修正している。慎重審議をお願いしたい。

安藤常任理事【質問】

予備費が増えた分、どこが減ったかを明確に教えていただきたい。

武田委員長【回答】

見積企業一覧表を確認いただきたい。予算書内の２番「企画・演出費」達成カード作成代９,４５０円から１，０５０円減へ　５番「広報費」フライヤー代６,３００円から１,０５０円減である。

安藤常任理事【意見】

企業様と相談済みであれば良いと思う。財政で確認してもらったものは報告・確認願いたい。

井上周士理事長【採決】

全会一致にて可決

協－０９　ＪＣＩアワード申請（案）に関する件　


グローバルシティ創造委員会

武田委員長【上程】

前回理事会の意見で花火を削除。昨年開催されたオフサイト・ミーティングを申請する。担当主務員として黒澤淳一幹事を配置。資料は現在の段階では日本青年会議所のホームページを確認しても新しい情報が入っていない。３月１０日の復興支援フォーラムにて同時進行であるが、アワードの説明会があるため委員会で出席させていただきたい。

齊藤秀昭副理事長【補足】

ＪＣＩアワードを取りにいかなければならないＬＯＭであるということを充分認識したうえで、精度が高くＰＲ効果の高い資料を作成していきたい。忌憚のないご意見を頂戴したい。

井上智博出向理事【意見】

会場が金大中コンベンションホールのマルチファンクションホールになっているので、確認いただきたい。

中村祥之副理事長【意見】

「本年の工夫と期待される効果」部分において、歴代の方々に依頼事項という事で、よく確認後作成いただきたい。オフサイト・ミーティングは良い事業であったし、うまく市民を巻き込んでいけた事業なので、大きくＰＲしていただきたい。手法についてもＦａｃｅｂｏｏｋ等の今時のツールを使いながらＰＲしていただきたい。

井上周士理事長【コメント】

アワードについては昨年来から、取りに行く姿勢であるので、委員会でしっかりと詰めていただきたい。

協－１０　５月公開例会の企画・実施（案）に関する件　
ヒューマンネットワーク創造委員会
長谷川委員長【上程】

講師の部分で大きく変更点がある。映画コメンテイターのＬｉＬｉｃｏ氏を講師の第一候補に挙げている。プロフィールにも書いてあるが、豊富な経験から「自分の可能性を信じ困難な事柄にもたくましく前進する力」、「世界へと視野を広げ未来を紡いでいく力」の２点の事業目的の達成に一番相応しい人選だと思っている。「企業協賛ご協力のお願い」を記載した。講師料は１０５万円で、総事業費は１００万円の予算である。講師をお呼びした段階で、予算オーバーという現状である。しかしこの講師をお呼びすることが、目的達成に一番適していると考えているため、是非お呼びしたい。イベントは入場料無料での開催を講師が希望。そのため企業協賛金を集め運営していく。メンバー企業の皆さまを当てにするのではなく、当委員会で不足分を集める意気込みで予算を作り出したい。協賛企業のＰＲとして、当日配布する資料に協賛企業の名前を掲載し企業ＰＲになる様にしていく。一般市民も１，０００名の集客を事業目標にしている。大勢の市民からお越しいただくので、ＡＳＰＡＣのＰＲや、山形青年会議所の各種事業の案内もやっていきたい。是非忌憚のない意見を頂戴したい。

遠藤常任理事【補足】

少々お時間を頂き、委員長の想いを伝えさせていただいた。講師費が１００万円の予算に対し、１０５万円掛かるものである。現在委員会で交渉している。広告費等切り詰めつつ、自分たちの足を使い広報活動を行っていく。「明るく、元気に、前向きに。」という理事長の想いを愚見化できる講師であると思うので、よろしくお願いしたい。

渡部本部長【意見・質問】

見積書に業者の印鑑がないので、正しいものの添付をお願いしたい。協賛金については時間がない中で、ある程度決め打ちしていった方がよいと思うので、リストを有効活用してはどうか。アンケートについて内容が不明なので、添付いただきたい。Ｆａｃｅｂｏｏｋを立ち上げてどうやって人を集めるのか、詳しく教えていただきたい。

長谷川委員長【回答】

Ｆａｃｅｂｏｏｋに関してはまだ登録して間もないため、まだまだ勉強中である。総務情報委員会よりアドバイスを頂きながら、事業の進捗情報を都度発信する。カウントダウンのような内容を作成し、ＳＮＳならではのリアルタイム更新にて親近感を高めて集客に繋げていきたいと考えている。

渡部本部長【意見】

リアルタイム更新の強みはあるが、事前のＰＲが難しいと考えられる。花火議案でも同様であるが、友達を招待していかなければならないと思っていた。理事会内で協力を仰ぐなど、参加人数の広げ方を検討してはどうだろうか。

荒井要雄委員長【質問】
ＬｉＬｉＣｏ氏の講演履歴がわかれば教えて頂きたい。

長谷川委員長【回答】

講演の実績が数えるほどしか無い。直近のものだと２０１２年１２月２２日シネマエクスペアリにて映画関連の講演をされているようである。演題での講演は経験が無いようであるが、数々の言語を習得したチャレンジ精神で講演成功させて頂けると考えている。また、後援側でも全面的にバックアップを行っていく。

荒井要雄委員長【意見】
仮の演題が決まっているようだが、講師実績の浅い方が相手ということで、せっかくの講師の持ち味が薄れてしまう恐れもある。綿密な打合せをお願いしたい。

齊藤秀昭副理事長【質問】
予定者会議の段階を経て１００万円という予算が付託された訳だが、予算内で選定できる講師候補はいなかったのか。

長谷川委員長【回答】

他の講師候補としてルー大柴氏や奥山清行氏を考えていたが、そちらは約２０万円で依頼可能であった。

齊藤秀昭副理事長【意見】
委員長・委員会メンバーにて検討のうえ決まった講師選択だとは思う。しかし、８５万円の不足を協賛金にて充当するという方法は、花火大会特別委員会が必死で協賛金活動をしている点から見ても難しいのではないか。予算書を見る限りまだまだ切り詰める余地はあると思う。講師が素晴らしいからこそ予算内容を委員会に持ち帰り、再度見直しをかけて頂きたい。

中村祥之副理事長【意見】

齊藤秀昭副理事長と全く同意見である。ポスターやテレビＣＭ等、見直せる箇所は多々ある。最近ＬｉＬｉＣｏ氏を取り上げた新聞記事を読んだばかりで、良い内容の講演は聴けそうだと思う。しかし、それなら何故１回目の協議でこの講師が候補に挙がらなかったのかと不満に思えてしまう。本当にこの内容で進められるのか、担当ラインと検討しなければならない。これから花火大会・ＡＳＰＡＣと協賛金活動が続く中で大変な工程となるので、覚悟を持って上程して頂きたい。
安藤常任理事【質問】

アナウンサーを依頼するということは、対談形式と考えてよいのか。

長谷川委員長【回答】

先方よりトークショー形式でとの要請があり、アナウンサーを立てる予算組を行った。開催側としても話をリードして頂いた方が進めやすいと考えている。ただし、今後直接本人と打合せをする予定であるので、今一度内容を詰める予定である。

安藤常任理事【質問】

アナウンサーにうまく話を進めて頂けるよう詰めて頂きたい。また、講師側スタッフの新幹線代４名分とあるが、内訳を教えて頂きたい。

長谷川委員長【回答】

講師を除いた３名の内訳は現在確認中で不明である。
安藤常任理事【意見】

予算書を見るとグリーン車を使用することになっているが、日本ＪＣではあくまで最低料金の普通車を基準に予算組を行うことになっている。公益の関係もあるので、どうしても必要な場合は講師費に組み込むなどの調整をお願いしたい。

中村正利監事【質問】
予算計上のフォームに決算書を使用しているようなので注意して頂きたい。また、長谷川委員長は何を見てこの講師を選定されたのか教えて頂きたい。

長谷川委員長【回答】

テレビ番組の映画紹介コーナーである。言葉を生業としているＬｉＬｉＣｏ氏の映画紹介に惹かれ、内容に好印象を受けた。そういった意味でも今回の例会内容に合致した人物であると考えた。議案内「講師選定経緯」に記載したが、国際的な活躍をされている方に依頼したいと思っていた。当初はスポーツ選手も考えていたが、人にものを伝える職業であるＬｉＬｉＣｏ氏が最も相応しいのではないかという考えに至った。
中村正利監事【意見】
講師に関しては良い選択であると思うが、開催側としてのバックボーンが見えてこない。部分的にでも講師の承認をもらえるような内容を作成して頂きたかったが、現段階では足りない感じを受ける。予算・講演内容に関して担当ラインとよく打合せをして頂きたい。

伊藤副理事長【意見】

ポスターに協賛企業が印刷されるようだが、印刷日程を考えると協賛活動の日数がとても限られてくる。注意して頂きたい。

長谷川委員長【回答】

期間が非常にタイトになると承知している。まずは指摘のあった通り予算を見直し、削減を行ったうえで活動を進めて行きたい。

伊藤副理事長【意見】
個人的には聞いてみたい講演であるので頑張って頂きたい。ただし、内容に矛盾点が多く疑問を多数出ていることから、内容をよく精査して進めて頂きたい。

横山専務理事【意見】

事務局としては、予算を圧縮したとしても、初めての試みである協賛金活動をすんなり審議に通すわけにはいかないと考えている。次回の常任理事会まで日数が無いなかであるので、担当常任理事・副理事長で十分なコンセンサスを取って頂きたい。この議案が次回で纏まるのかを大変危惧している。赤字になった場合の対処もしっかり確立しなければならない。もっと丁寧な進め方をして頂き、内容を詰めて頂きたい。このままでの協賛金活動はＬＯＭとしては許可できないと考えているので、違った形での内容構成を考えて頂きたい。
井上周士理事長【コメント】

真剣な取り組みは十分伝わってくるが、様々な意見が出たことをよく踏まえて頑張って頂きたい。

動議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　荒井委員長

荒井要雄委員長【上程】

終了時間延長の動議　２２：００～２２：４０
井上周士理事長【採択】

全会一致で可決

協－１１　ＵＮ ＭＤＧｓの企画・実施（案）に関する件            ヒューマンネットワーク創造委員会

長谷川委員長【上程】

昨年より始まったＵＮ ＭＤＧｓの周知の事業である。基本的には昨年に倣い日本ＪＣのＵＮ ＭＤＧｓセミナー受講を軸とするが、今年度は外務省主催のＯＤＡ出前講座にも参加して頂きたい。ＬＯＭメンバーにてＵＮ ＭＤＧｓへの理解と想いを深めていきたいと考えている。今年度は中学生も受講対象に加え、合計１０校ほどの出張授業を行いたい。また、一般企業を対象とした認知プログラムも考えているので、ご意見お願いしたい。

遠藤常任理事【補足】

今年度は中学生・一般企業と対象を広げて活動していく予定である。よろしくお願いしたい。

三沢特別委員長【意見】

本日初協議になるが開催日時の整合性が取れていないように感じる。しっかりと見直して議案上程して頂きたい。
井上智博出向理事【質問】

昨年は基本的に子供向けのプログラムであったが、中学生・一般企業に向けた新たなプログラムの構築等は考えているのか。

長谷川委員長【回答】
日本ＪＣの担当委員会より、各対象者に向けたプログラムの準備があるということであった。対象者によってプログラムを使い分ける予定である。

武田委員長【質問】

予算書の無い段階で３０万の予算がついているようだが、具体的な内容が見えていれば教えて頂きたい。

長谷川委員長【回答】

事業の最終的な取り纏め部分を現在委員会内で協議中である。昨年同様の形式にするか、今年度は別の形にするかが未決となっている。その部分に関してもご意見頂きたい。

中村祥之副理事長【意見】

予算の使途が不明なままでは善し悪しの意見も出てこない。常任理事・副理事長の確認日が入っていないこともあり、丁寧さに欠ける印象を受ける。当初の事業ヒアリングで妥当だと判断されたうえでの予算であろうから、担当ラインや事務局とよく打合せを行って再度上程して頂きたいと思う。

井上周士理事長【コメント】

予定者段階からだいぶ時間があった中で、どう事業と向き合うかが大切であると思う。仕事・家庭がある中で時間に追われていると思われるので、今後さらに力を出して頑張って頂きたい。

協－１２　ＬＯＭ内情報交流（案）に関する件                           会員交流委員会

與田委員長【上程】

Ｆａｃｅｂｏｏｋを使用した、現役メンバーならではの鮮度の高い情報を通じて交流を図るという目的で作成・上程させて頂く。慎重審議をお願いしたい。

渡部本部長【質問】
事業内容の「友達リレー」の部分で、詳細な説明をお願いしたい。

與田委員長【回答】

Ｆａｃｅｂｏｏｋによる非公開のグループを作成し、メンバーの仕事風景やＪＣ運動等を密着取材するような内容を考えている。なかなか顔を合わせることの少ないメンバー同士でも繋がりやすいよう、友達が友達を紹介するという形式で、顔を合わせて「会う」ことを目的とした内容である。また、Ｆａｃｅｂｏｏｋ登録に二の足を踏んでいるメンバーの登録促進も兼ねている。ＳＮＳという形態でありながら顔も合わせられるという内容にできたらという想いで、委員会内で精査した。

渡部本部長【意見】
記事をアップすれば誰が何をしているか分かるシステムの中で、他にどういった意味合いが生まれてくるのかイメージが沸かない。
與田委員長【回答】

こちらである程度のテンプレートを作成し、それに沿った内容を構築して頂こうと考えている。記事のアップだけでなく、実際に対象者のもとへ足を運んで記事を作成して頂くというのがメインの狙いである。

渡部本部長【意見】
文章だけでは分かり難いので、視覚的に説明できるような資料を作成すると良いと思う。

横山専務理事【質問】

普段使用していない方が記事をアップすること・実際メンバー企業に訪問して記事を作成することが狙いであるという認識でよいのか。

與田委員長【回答】

その通りである。文章だけでは伝えにくいので、次回までにビジュアルで説明できるよう資料を準備させて頂く。

井上周士理事長【コメント】

現在ＪＣ色の強いＦａｃｅｂｏｏｋとなっているが、登録していないメンバーもぜひ活用してほしいという想いが伝わってくる。多くの問題が出てくるであろうが、頑張って進めて頂きたい。

１７．報告・依頼事項
報－１０　その他

削除

報－０１　復興創造フォーラムへの参加のお願い　　　　　　　　　　　　　　　　渉外支援委員会

佐藤幸助委員長【依頼】

依頼事項の上から３行目までが文字の出力に失敗しているので訂正をお願いしたい。ＬＯＭバスの希望者が非常に少ないため、バスの運行を見合わせて頂く。日本ＪＣより、仙台市内の駐車場を利用して頂きたい旨要請があったのでよろしくお願いしたい。参考資料に近隣の駐車場が載っているが、一般参加者のために空けておきたいということであったので、極力利用しないで頂きたい。仙台駅より地下鉄南北線で長町駅に来て頂ければ目の前が会場である。そういった公共機関も利用しながら、ぜひ足を運んで頂きたい。１３時５４分から荒井寛会長の閉会の挨拶もあるため、参加予定の少ない委員会はもう一度お声がけをお願いしたい。

報－０２　四維ＪＣとの姉妹協定延長に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　会員交流委員会

與田委員長【報告】

報告議案に関しては次回までに作成させて頂く。２月２２日より、６名にて四維ＪＣへと来訪し、姉妹締結の延長手続きを行った。それに伴い、新春交歓会にも出席させて頂いた。次回書面にて提出するが、まずは報告させて頂く。

報－０４　定例理事会出欠状況について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局

舟山事務局長【報告】

議案添付の資料を確認して頂きたい。

報－０５　ルーム備品の未返却状況について　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局

舟山事務局長【報告】

議案添付の資料を確認して頂きたい。

報－０６　委員会別「ルームコピー機」使用状況について　　　　　　　　　　　　事務局

舟山事務局長【報告】

議案添付の資料を確認して頂きたい。

報－０３　国際青年会議所　副会頭公式訪問について

報－０７　次回上程スケジュール・今後のスケジュールについて　　　　　　　　
報－０８　公益社団法人日本青年会議所　理事会・総会参加依頼について　　　　　事務局
横山専務理事【報告】

複数議案のスケジュールに関する項目をまとめて報告させて頂く。今後、スケジュールが大変混み合ってくる。７日のＪＣＩ副会頭バーナード氏訪問に関して、「地区担会」という非公式に近い会議があるが、井上理事長の挨拶が入ってくるため、理事の皆さまには周知しておいて頂きたい。バーナード氏の公式訪問に関しては、懇親会も含めて役割が多数発生する。スケジュール確認をお願いしたい。９・１０日の日程で、復興フォーラムに併せたかたちで、日本ＪＣの理事会・総会が開催される。その際、倉敷ＪＣより理事長・専務が来訪し、山形での宿泊となる予定である。１０日の夜に事務局にてアテンドを行う。また、金沢ＪＣからも４名来訪されるということで、現在ＣＯＣ事務局にて対応を予定している。渉外委員会・ＬＯＭ事務局・地区事務局等での連動が必要となってくるのでよろしくお願いしたい。

報－０９　年会費納入について　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 事務局

横山専務理事【報告】
２８日に入金になることが多いので、最終的に横山専務理事にて確認を行い、直接電話連絡をすることになる。例年通りの流れであるが、期限が近いということで議案に挙げさせて頂く。

報－１０　４ＬＯＭ合同例会の開催について　　　　  　　　　　　　　会員パワーアップ特別委員会
會田総括幹事【報告】
３月１２日に天童にて合同例会が開催される。仮会員セミナーを兼ねた設えをしている。２８日をもって取り纏めのご依頼をしているのでよろしくお願いしたい。
１８．次回開催






  横山専務理事
第３回定例理事会３月２１日木曜日　場所：パレスグランデール
１９．監事講評　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  中村正利監事

長時間に渡る会議、大変お疲れ様でございました。時間としても１１時になろうかという段階でございます。２月の理事会で、議案の数に対してこれだけ時間がかかっているのもなかなか無いなと感じます。各委員長の皆さま、こういったことの無いように、議案をよく精査して頂くようにお願い致しますと前回も申し上げました。次回こそはよろしくお願い致します。ラインもサポートしてください。わからないことは事務局に質問してください。公益に絡む部分も出てくるかと思います。そういう場合は近しい人に質問して頂ければと思います。私でなくても常任理事・専務・グループのメンバー等がおります。先ほど専務からもありましたが、スケジュールがとても混み合ってきております。誰々が来る・来ないということもありますが、本当にその日開催できるのかどうかというところも、全て把握してください。そのうえで委員会メンバーに落とし込みをお願い致します。今からは当ＬＯＭからの依頼もありますが、忘れてならないのはＣＯＣ事務局からのものも出てきます。２つ絡みますので十分お気を付けください。各常任理事の皆さま・副理事長の皆さま、議案を挙げる前に再度ご確認ください。少し見て頂ければ直せるというところが多く見られました。そういったところを注意しないと、理事会の時間延長ということになりますので、次回はそのようなことの無いようにお願い致します。以上で監事講評とさせて頂きます。本日はお疲れ様でございました。
２０．閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 横山専務理事









